
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

チューリップ

ジャンク

ステーシー

ステーシー

9さい

陥穽

14

煉獄

10
終末の洗礼

罪

あの子の右手

母親のおなか

幸か不幸かあなたはこの終末の世界で意志を持ってしまった。 積み重なったゴミの山に埋もれて目が覚めたあなたは、暗く汚い地下道をひとり彷徨った。 崩れかけた煉瓦造りの地下道には明かりもなく、あるのは下水と瓦礫と、吐き気を催すような異形の死体だけだった。 どれだけ永い時間彷徨っていたのか...実際にはほんの短い時間だったのかもしれないが、訳もわからず地獄に放り出されたあなたの精神はすぐに限界を迎えた。 しかしその時、あなたは白い光の漏れる扉を見つけた。 扉は研究所のような区画につながっており、扉を開けると薄暗く白い廊下が目に飛び込んできた。 薄汚れた白い壁と、かろうじて廊下を照らす数本の蛍光灯はお世辞にも綺麗とは言い難く、肝試しならば十分な雰囲気と言えたが、その時のあなたにとっては涙が出るほど眩しく文明的な景色だった。

落ち着いたあなたは施設を探索し、この世界についていくつかの情報を得た。 そして薄々わかってはいたが、あなたはアンデッドとなったようだ。 それらの記録が書かれてからもう随分経っているようだが、ここがどこなのか、世界がどうなってしまったのか、は憶測の域を出なかった。 希望を持てるような情報はなかったが灯りは手にはいった、あなたにできることはあてもなく地下道へ戻ることだけだ。 だがそこで、あなたは機械に繋がれたひとりの少女を見つけてしまった。 この絶望的な世界のなか、ここで眠り続けられるのならそれはどんなに幸せなことだろうか。 しかし... 「あなたは少女を繋ぐパイプに手をかけた」

自分の手を握ってくれた少女。その子のおかげで、今は誰かの手を握りたいと思っている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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姉妹の移動(ﾏﾆｭｰﾊﾞ)時、移動1。

妨害3 ﾀﾞﾒｰｼﾞ有のとき可。

支援2 or 妨害2 基本パーツ1消消費

戦闘終了時、全員のはらわた修復。

支援1 or 妨害1

1

2

1

肉弾2+連撃2、1回振り直し可。

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

ターン終了時、修復可。

防御2、戦闘後ﾊﾟｰﾂ2個修復。

妨害１

移動１

移動１
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